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ⅠⅠ 決算状況決算状況
20120111年年33月期月期 第２四半期第２四半期（（20102010年９月３０日）年９月３０日）
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8.7%

57.3%

8.6%

9.7%

15.7%

15.0% 8.5%

15.0%

20.4%

41.1%

Ⅰ 決算状況 事業部門別売上高構成比

10/9 2,222百万円
09/9 1,454百万円

【外側】
2011年3月期第2四半期

連結売上高
14,822百万円

【内側】
2010年3月期第2四半期

連結売上高
16,785百万円

その他その他 自動車関連生産設備事業自動車関連生産設備事業

FPD関連生産設備事業FPD関連生産設備事業

半導体関連生産設備事業半導体関連生産設備事業

物流機器及び
家電関連生産設備
事業（L&M ）

物流機器及び
家電関連生産設備
事業（L&M ）

10/9 6,095百万円
09/9 2,639百万円

10/9 3,016百万円
09/9 1,437百万円

10/9 2,223百万円
09/9 9,620百万円

10/9 1,264百万円
09/9 1,634百万円
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Ⅰ 決算状況 決算概要

＋298.5％＋52.9 ％398100260四半期純利益

＋216.3％21,2276,710受注高

＋104.2％20,92210,246受注残高

△77.6 ％

△53.9 ％

△11.7％

対前年同期比

増減率

0

100

17,000

期首予想

2011年3月期 第２四半期2010年3月期

第２四半期 実績
連結決算

対期首予想比実績

-54241経常利益

＋37.0％137297営業利益

△12.8％14,82216,785売上高

決算概要決算概要

■ 売上高は、半導体関連、物流機器及び家電関連が堅調で前年同期比増収。
自動車関連、ＦＰＤ 関連に おいて一部案件の受注・売上の遅れなどにより、全体では減収。

■ 四半期純利益は、コスト低減、固定費圧縮、貸倒引当金戻入益などにより前年同期比増益。
■ 受注高、受注残高は、半導体関連やタイヤ関連の好調に伴い大幅に増加。
■ 受注高、受注残高の増加に伴い期末予想を上方修正。 （単位：百万円）（単位：百万円）

（単位：百万円）（単位：百万円）【２０１１年３月期 通期業績予想】

500

300

500

40,000

修正予想

＋300.0％375125当期純利益

＋200.0％200100経常利益

＋66.7％200300営業利益

＋17.6％6,00034,000売上高

対期首予想比対期首予想増減額期首予想
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Ⅰ 決算状況 連結・単体の損益計算書対比

■ 売上高は単体113億円に対し、連結では1.31倍の148億円。
■ 売上原価の連単倍率は売上高とほぼ同様だが、販管費は1.81倍と高い（販売中心の子会社もある）。
■ 営業外費用も連単倍率も営業外収益の連単倍率を上回り、経常利益では0.1倍と低い数値となっている。

連結・単体業績対比連結・単体業績対比

（単位：百万円）（単位：百万円）

0.702.7%398 5.0%570 四半期純利益

0.020.0%6 2.4%267 特別損失

1.121.4%207 1.6%185 特別利益

0.100.4%54 5.0%570 経常利益

1.211.1%165 1.2%136 営業外費用

1.070.6%82 0.7%77 営業外収益

0.220.9%137 5.6%629 営業利益

1.8116.2%2,402 11.8%1,329 販売費及び一般管理費

1.3182.9%12,282 82.7%9,346 売上原価

1.31100.0%14,822 100.0%11,305 売上高

構成比(%)金額構成比(%)金額
連単倍率（倍）

連結単体
科目
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Ⅰ 決算状況 営業利益の増減要因分析

（単位：百万円）

2009/09
営業利益

2010/09
営業利益

売上高減少
による

損益影響

297 販管費減

＋

原価率
改善

△160

137

販管費増
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Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結売上高

半導
体

8.6%

その
他

8.7%

Ｌ＆Ｍ
15.7%

ＦＰＤ
57.3%

自動
車

9.7%

事業部門別売上高の状況

＋52.8%2,2221,454その他

△11.7%14,82216,785合計

＋131.0%6,0952,639Ｌ＆Ｍ

＋109.8%3,0161,437半導体

△76.9%2,2239,620ＦＰＤ

△22.6%1,2641,634自動車

対前年同期比

増減率
2010/92009/9事業部門

単位：百万円
2009/9 2010/9

自動車関連設備は、北米向け大型案件が売上に至らず、国内向も低調に推移し減収（自動車関連設備は、北米向け大型案件が売上に至らず、国内向も低調に推移し減収（ △22.6 %%））

ＦＰＤ関連設備は、国内向けの低調に加え、予定していた海外案件の受注・売上が下期にずれ込み減収（△ＦＰＤ関連設備は、国内向けの低調に加え、予定していた海外案件の受注・売上が下期にずれ込み減収（△76.9%76.9%））

半導体関連設備は、市場の回復に加え、大型の製造受託案件の売上計上により増収（＋半導体関連設備は、市場の回復に加え、大型の製造受託案件の売上計上により増収（＋109.8 %%））

Ｌ＆Ｍ関連設備は、タイヤ関連や家電関連が堅調に推移し、大幅に増収（Ｌ＆Ｍ関連設備は、タイヤ関連や家電関連が堅調に推移し、大幅に増収（＋131.0 %%））

・・

・・

・・

・・

■■ 自動車関連、ＦＰＤ関連は減収となったが、半導体関連、Ｌ＆Ｍ関連は大幅に増収。自動車関連、ＦＰＤ関連は減収となったが、半導体関連、Ｌ＆Ｍ関連は大幅に増収。

半導
体

20.4%

その
他

15.0%

Ｌ＆Ｍ
41.1%

ＦＰＤ
15.0%

自動
車

8.5%
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事業部門別受注高の状況

半導
体

14.9%

その
他

21.9%

Ｌ＆Ｍ
24.6%

ＦＰＤ
20.6%

自動
車

18.0%

6,710

1,472

1,649

998

1,379

1,210

2009/9

＋53.0%2,253その他

合計

Ｌ＆Ｍ

半導体

ＦＰＤ

自動車

事業部門

21,227

5,164

6,291

1,758

5,759

2010/9

＋216.3%

＋213.1%

＋530.0%

＋27.5%

＋375.6%

対前年同期比

増減率

単位：百万円

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結受注高

2009/9 2010/9

自動車関連設備は、北米向け大型案件の受注により大幅に増加（＋自動車関連設備は、北米向け大型案件の受注により大幅に増加（＋375.6 %%））

ＦＰＤ関連設備は、国内の受注環境の回復が進まない一方で、アジアは比較的堅調となり増加（＋ＦＰＤ関連設備は、国内の受注環境の回復が進まない一方で、アジアは比較的堅調となり増加（＋27.5 %%））

半導体関連設備は、市況の回復に加え、大型製造受託案件の受注により大幅に増加（半導体関連設備は、市況の回復に加え、大型製造受託案件の受注により大幅に増加（＋＋530.530.00%%））

Ｌ＆Ｍ関連設備は、家電関連、タイヤ関連が好調となり、大幅に増加（Ｌ＆Ｍ関連設備は、家電関連、タイヤ関連が好調となり、大幅に増加（＋＋213.1213.1%%））

・・

・・

・・

・・

■■ 大型案件を受注した自動車関連、市況の回復が進む半導体関連他、全事業部門で増加。大型案件を受注した自動車関連、市況の回復が進む半導体関連他、全事業部門で増加。

半導
体

29.7%

その
他

10.6%

Ｌ＆Ｍ
24.3%

ＦＰＤ
8.3%

自動
車

27.1%
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事業部門別受注残高の状況

半導
体

8.8%

Ｌ＆Ｍ
27.3%

その
他

3.0%

自動
車

11.3%

ＦＰＤ
49.6%

＋20.4%366304その他

合計

Ｌ＆Ｍ

半導体

ＦＰＤ

自動車

事業部門

10,246

2,803

899

5,081

1,157

2009/9

20,922

3,988

4,817

5,169

6,579

2010/9

＋104.2%

＋42.3%

＋435.6%

＋1.7%

＋468.4%

対前年同期比

増減率

単位：百万円

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結受注残高

■受注高の増加に伴い、各事業部門とも増加。■受注高の増加に伴い、各事業部門とも増加。 特に自動車関連、半導体関連の増加率が特に自動車関連、半導体関連の増加率が
顕著。顕著。

2009/9 2010/9

半導
体

23.0%

その
他

1.8%Ｌ＆Ｍ
19.1%

ＦＰＤ
24.7%

自動
車

31.4%
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Ⅱ トピックス

会期：会期： 99月月88～～1010日日

場所：場所： 台湾台湾 台北ワールドトレードセンター台北ワールドトレードセンター

＜出展内容＞＜出展内容＞

・・450mmEFEM450mmEFEMの試作機デモンストレーションの試作機デモンストレーション

・製品動画の放映・製品動画の放映

台湾の半導体市場にて台湾の半導体市場にてHirataHirataをアピールをアピール

台湾半導体市場へ台湾半導体市場へ450mm450mm製品を積極アピール製品を積極アピール

■■ 20102010年９月年９月 SEMICON TaiwanSEMICON Taiwan 20102010 に出展に出展

ＧＭ社より大型エンジン組立ライン受注ＧＭ社より大型エンジン組立ライン受注

■７月■７月2020日、米国日、米国 General Motors CorporationGeneral Motors Corporation（以下「ＧＭ社」）から新型エンジン（以下「ＧＭ社」）から新型エンジン

組立ラインの大型案件を受注した件について公表。組立ラインの大型案件を受注した件について公表。

＜受注内容＞＜受注内容＞

・ＧＭ社が戦略的に開発を進める直噴エンジン技術と最先端燃焼システムを採用した低燃費エ・ＧＭ社が戦略的に開発を進める直噴エンジン技術と最先端燃焼システムを採用した低燃費エ

ンジンを生産するための組立ライン。ンジンを生産するための組立ライン。

・受注高は約５０億円で、・受注高は約５０億円で、20112011年３月期から年３月期から20132013年３月期にかけて売上を計上する予定。年３月期にかけて売上を計上する予定。
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ⅢⅢ 市場動向および市場動向および
20120111年３月期業績の見通し年３月期業績の見通し
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Ⅲ 事業環境

国内では、エコカー補助金制度の終了や円高によりメーカー各社の事業環境は不透明であり、厳しい受注環境
が続くものと見込まれる。北米メーカーは、ＧＭ社の株式再上場や、それに伴う競争の激化による設備投資の活
発化が期待される。

国内ではエコポイント制度の終了によるテレビの販売鈍化や製品価格の下落に伴うメーカーの設備投資意欲の
減退も懸念される。中国市場では市場の拡大に伴い、更なる設備投資が期待される。

スマートフォンなど電子デバイスの販売の好調さを背景に市場の回復が続くものと見込まれる。
一方で、メモリー価格の下落が続いており、設備投資の鈍化の恐れもある。

自動車関連事業自動車関連事業

ＦＰＤ関連事業ＦＰＤ関連事業

半導体関連事業半導体関連事業

太陽電池関連事業太陽電池関連事業

アメリカ、日本、ドイツ、中国などを中心に需要の拡大は続くが、同時に新興国企業の参入による製品価格の下
落も進むものと見込まれる。

Ｌ＆Ｍ関連事業Ｌ＆Ｍ関連事業

家電関連は引き続き、新興国需要が増加するものと見込まれる。タイヤ関連は、国内ではエコカー補助金制度
の終了に伴う完成車販売台数の鈍化に伴い減少するものと見込まれるが、海外向けは新興国を中心に更なる
成長が続くものと見込まれる。

各事業分野とも景況悪化による環境悪化の懸念を抱えつつも、新興国需要等を背景とした設備
投資拡大が期待される。
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－500(1.3）101(0.4)398(2.7)43(0.1)当期純利益 （率）

＋65.8％300(0.8）245(1.0)54(0.4)180(0.5)経常利益 （率）

＋37.2％500(1.3）362(1.4)137(0.9)364(1.1)営業利益 （率）

＋36.0%4,0001,7772,2222,941その他

＋50.2%11,0004,9046,0957,322Ｌ＆Ｍ関連

40,000

通期

半導体関連

ＦＰＤ関連

自動車関連

売上高
25,177

下期

4,983

7,776

5,735

8,000

10,000

7,000

14,822

上期

2011年3月期

＋80.5%3,0164,431

△31.1%2,22314,520

＋65.1%1,2644,240

＋19.6％
33,455

前期比

増減率

2010年3月期

実績

（単位：百万円）

ⅢⅢ 市場動向および市場動向および20112011年３月期業績の見通し年３月期業績の見通し 業績予想

※※１１月５日に業績予想の修正を発表しました。１１月５日に業績予想の修正を発表しました。
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ⅣⅣ 参考資料参考資料
20120111年年33月期月期 第２四半期第２四半期（（20102010年年99月３０日）月３０日）
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Ⅳ 参考資料

09/09期 10/09期 09/09期 10/09期 09/09期 10/09期

研究開発費 設備投資額 減価償却費

百万円

研究開発費・設備投資額・減価償却費

269
226

166
222

414441

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
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ⅣⅣ 参考資料 事業部門別・地域別四半期推移（売上高）

2,514

1,842

2,789

1,025 1,197

1,804

1,654 1,361

1,120

3,562

2,253
3,841607

879

977

1,244

2,142

6,615

463303
1,330

689575

6,877

2,110

7,128

7,778

458

1,527

990

447 1,188

2,261

1,495

1,011

377
589

865

774

953

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3 
3Q

4Ｑ 2010/3 
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

事業部門別四半期売上高の推移 地域別四半期売上高の推移
百万円 百万円

10,236

5,821

3,641 4,086

357

1,594

484

1,743

3,619

2,300

2,409

137

144

61

7,023

3,888

10,378

3179

1,242

322

4,144

1,135

4,667

1,081 582

1004
1,141

102

636

324

46

95

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3 
3Ｑ

4Ｑ 2010/3  
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ

日本 アジア 北米 欧州

12,884

16,472

12,198

4,586

5,490

12,884

16,472

12,198

4,586

5,490

11,179
11,179

6,487 6,487

8,334 8,334
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ⅣⅣ 参考資料 事業部門別四半期推移（受注高・受注残高）

934 1,354
392

5,366

727

4,230

1,064

693
1,367

2,207

4,084

1,356

5,442

3,411

1,753

1,038

558

960

1,208

1,044

899
311

2,178

559
652794

1,2224,595
2,268

575
422

860

323

815

1,307

1,127
834

729
802

670

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2009/3 
3Ｑ

４Ｑ 2010/3 
１Ｑ

2Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

事業部門別四半期受注高の推移 事業部門別四半期受注残高の推移
百万円 百万円

7,636

2,084 1,901

6,5795,081
5,634 5,673

5,1691,542 2,094

4,817

3,039
4,920

6,077

3,988

331

254

565

366

1,580
2,873

1,587 1,157

19,656

4,193
13,322

6,196

1,338

1,473

771
899

1,979

2,366

3,793

4,161

2,803

304
223

286

335

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2009/3 
3Ｑ

4Ｑ 2010/3 
１Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

２Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

8,738

3,535
3,022

3,687

7,584

33,258

20,321

11,145
10,246

12,340

13,356

14,517

8,284

16,313

12,943

20,922
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ⅣⅣ 参考資料 主要指標

16,762 16,003 16,40716,30216,367

31.7%29.4% 31.4%31.6% 31.1%
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30.0%

40.0%

自己資本 自己資本比率

たな卸資産・たな卸資産回転日数

有利子負債残高・D/Eレシオ・Ｎｅｔ D/Eレシオ 自己資本・自己資本比率

売上債権・売上債権回転日数

百万円

百万円

20,94926,890 21,389 20,370 20,138

1.31.2

1.6

1.21.3

0.6

0.9
0.7

0.8
0.6
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0.0
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0.8
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1.6

2.0

2.4

有利子負債残高 D/Eレシオ Ｎｅｔ　D/Eレシオ

百万円

4,997 5,6953,7644,931 6,310

70
4743 48

62
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たな卸資産 回転日数

日

9,23916,805 16,00515,413 15,802
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売上債権 回転日数

倍

百万円 日

注）売上債権回転日数、たな卸資産回転日数については、各四半期の期中平均値にて算出しております。
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本資料のお取扱い上のご注意

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時

点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

経済動向、他社との競争状況、為替レートなど潜在的なリ

スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の

変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記

述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることが

あることをご承知おきください。


